
 

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 お よ び 担 当 者 

 

 

報告番号 ※      第     号 

 

 

氏     名 

論  文  題  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文審査担当者 

         主 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苏迪亚
 

中国語・モンゴル語を母語とする日本語学習者における日本

語母音無声化に関する研究 

名古屋大学 教授  成田克史 

委員 名古屋大学 教授  大名 力 

委員 名古屋大学 教授  鹿島 央 

（国際言語センター） 

 

 



論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

論文審査の結果の要旨 

 

１．本論文の構成と概要 

 

 本論文は、中国語およびモンゴル語を母語とする日本語学習者が、異なる子音環境・アクセント型・

発話速度という条件の下で、どのように日本語の母音無声化を実現するかを調査し、日本語母語話者

における母音無声化とどのように異なるかを明らかにし、その解釈を試みたものである。 

 第１章では、母音無声化の概要、研究意義、研究課題を述べている。 

 第２章では、日本語母音無声化の規則性とそれに関わる要因について論じた後、本論文の研究対象

である日本語学習者の母語である中国語とモンゴル語における母音無声化の現象を説明する。また、

これまで行われてきた台湾人と韓国人の日本語学習者を対象とした日本語母音無声化の研究結果をま

とめる。 

 第３章では、中国語話者とモンゴル語話者から得られた音声を基に、日本語の母音無声化の生起率

について行った分析について報告している。結果は次のとおりである。 

（１）日本語の母音 /i/、/u/ の無声化率は、中国語話者で平均 20 %、モンゴル語話者で平均 43 % で

あり、その率は日本語母語話者（邊姫京（2003）「韓国在住の韓国人日本語学習者における韓国語と

日本語の母音無声化」『音声研究』によれば 94 %）に及ばないが、中国語話者より有意に高い。モン

ゴル語話者を個別に見ると、無声化率 0 % から最大 97 % まで広く分散している点に特徴がある。

（２）両言語の話者ともに子音環境による影響が見られる。摩擦音が先行し、破裂音が後続する場合、

母音が最も無声化しやすく、摩擦音または破擦音が先行し、摩擦音が後続する場合、母音が最も無声

化しにくい。これに対して、前後の子音がともに破擦音の場合、モンゴル語話者は中国語話者と異な

り、母音が無声化しやすい。（３）母音 /i/ と /u/ で無声化率に有意な差はない。 

 第４章では、中国語話者とモンゴル語話者から別途得られた音声を基に、日本語の母音の無声化率

に、子音環境に加えて、アクセント型、発話速度がどれほどの影響力を持つかを分析した。結果は次

のとおりである。 

（１）日本語の母音 /i/、/u/ の無声化率は、中国語話者で平均 18 %、モンゴル語話者で平均 31 % で

あった。両言語の話者ともに、発話速度に関しては「普通」より「速め」の方が、アクセント型に関

しては、頭高型より平板型の方が母音無声化率が有意に高いことが示された。子音環境に関しては、

中国語話者では、摩擦音 /s/ が先行し、破裂音が後続する場合、母音が無声化しやすく、摩擦音、特

に /h/ が後続する場合、母音が無声化しにくい。モンゴル語話者では、破裂音、破擦音、摩擦音 /s/ が

先行し、破裂音が後続する場合、母音が無声化しやすく、摩擦音、特に /h/ が後続する場合、母音が

無声化しにくい。（２）これら三つの要因の影響力については、中国語話者の母音無声化率には、子音

環境が最も強い影響を与え、モンゴル語話者では、アクセント型が他の要因より強い影響を与えるこ

とが明らかとなった。 

 第５章では、筆者による音響分析の結果とセカンドコーダーによる音響分析による判定および聴取

判定を比較することにより、筆者による母音無声化判定の信頼性を検証した。 

 第６章では、第４章と同じモンゴル語母語話者を対象に、モンゴル語と日本語における母音無声化
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生起率とこれらの相関関係を調査した。分析対象は第１拍における母音である。その結果、モンゴル

語と日本語の典型的環境における母音無声化率を話者別に見た場合、正の強い相関（相関係数 r=0.73）

がある。つまり、モンゴル語の母音無声化率が高い話者ほど、日本語の母音無声化率も高くなる傾向

が明らかとなった。 

 第７章では、本研究で得られた主な結果をまとめ、音声教育への提言案を示し、今後の課題につい

て述べている。 

 

 

２．評価 

 

 本論文には次のような学術的貢献が認められる。 

（１）まだ歴史の浅い、モンゴル語を母語とする日本語学習者の日本語習得研究の中で、彼らの日本

語母音無声化の問題に取り組んだパイオニア的研究である。 

（２）母音無声化の有無は、論文執筆者自身が主として音響分析により判定しているが、その基準は

明確化されており、判定の信頼性は高い。資料の一部を用いて実施した音声学専門の日本語教

師による判定の結果との一致率が高いことで、このことを実証している。 

（３）声調の主たる担い手である母音の有声性を保持しようとする中国語と、第２音節以降の強勢の

ない短母音が弱化されるモンゴル語を母語とする学習者の日本語母音無声化を対比することに

より、両者の特徴を明確に表すことに成功している。 

（４）実験を通じて主に次の知見が得られた。１）モンゴル語話者の日本語の /i/、/u/ の無声化率は、

日本語母語話者に及ばないが、中国語話者より有意に高い。２）母音無声化率は、中国語話者

では低位の者が、日本語母語話者では高位の者が大多数なのに対して、モンゴル語話者では低

位から高位まで広く分散している。３）母音 /i/ と /u/ で無声化率に有意な差はない。４）子

音環境に関しては、モンゴル語話者、中国語話者ともに、摩擦音が先行し、破裂音が後続する

場合、母音無声化が最も生じやすく、摩擦音または破擦音が先行し、摩擦音が後続する場合、

最も生じにくい。５）発話速度に関しては「普通」より「速め」の方が母音無声化が生じやす

い。６）アクセント型に関しては、頭高型より平板型の方が一拍目に母音無声化が生じやすい。

７）中国語話者の母音無声化率には、子音環境が最も強い影響を与え、モンゴル語話者では、

アクセント型が他の要因より強い影響を与える。８）モンゴル語の母音無声化率が高い話者ほ

ど、日本語の母音無声化率も高くなる。９）モンゴル語では、口語において、強勢のない短母

音が弱化するが、音読では、明瞭な調音と弱化した調音のどちらも許容される。このことが、

モンゴル語話者の母音無声化がアクセント型に強く影響されるとともに、その率が低位から高

位まで広く分散することの原因と考えられる。 

 

 こうした学術的貢献が認められる一方、本論文には次のような問題点が含まれている。 

（１）実験協力者のうち、「モンゴル語母語話者」は、正確には中国語との二言語併用者である。モン

ゴル語のみを母語とする日本語学習者を対象にすれば、モンゴル語の特徴がより鮮明になった
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可能性がある。 

（２）中国語、モンゴル語、日本語の音声体系における母音の機能の違いについて、より深い理論的

考察が望まれる。モンゴル語話者の母方言おける母音弱化傾向の違いについてもより詳しい説

明がなされるべきであった。 

（３）モンゴル語話者における日本語母音無声化がなぜアクセント型に最も左右されるのか、また、

そこに見られるような個人差がなぜ中国人話者に見られないのかについての説明が尽くされた

とはいえない。 

（４）実験協力者たちが学んだ日本語教師の発音やキャリア文の内容がもたらした影響など、未知の

要因が作用した可能性を排除できない。 

 

 しかし、こうした問題点は本論文の価値や独自性を損ねるまでのものとは言えず、本論文はそれら

を十分に上回る学術的貢献を含んでいる。 

 

 

３．判定 

 

 以上のような審査の結果を基に、本論文は博士（学術）の学位に値するものと判定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


